
2010/11年シーズンのインフルエンザワクチンについて

2009/10年の季節性インフルエンザワクチン
（３つの株が混合された３価ワクチン）
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＜WHO ＞
A/H1N1（ソ連型）から
A/H1N1（新 型）に
推奨株を変更

＜2010/11年＞

○季節性と新型が同時に接種でき、経済的・身体的負担が最小限度となる。
← １価（新型）ワクチンと２価（季節性）ワクチンとを合計２回接種するより、３価を１回接種するほうが、負担が少ない。

○「２価（季節性）ワクチン＋１価（新型）ワクチン」など、複数種類のワクチンを製造する場合と比べ、
全体としてみた場合の生産効率は最も良い。

新型インフルエンザ（A/H1N1）を含めた「３価ワクチン」を製造

＜ＷＨＯ＞
３価か１価かは各国で判断我が国の2010/11年

の対応

「３価ワクチン」を製造するメリット

資料６

※ 最終的には、各ワクチン製造販売業者が判断することとなる。
※ 「１価（新型）ワクチン」希望者には備蓄ワクチンで対応
※ 「２価（季節性）ワクチン」の製造は依頼しない。


